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時間 項目 詳細、得たい成果 

１日間 
 
開講 オリエンテーション 

講師自己紹介 

本研修の目的と進め方 

研修における目標の設定 

 研修の目的と内容について理解する。 

 研修の進め方は、グループディスカッションやロールプレイングを 

織り交ぜて進めることを理解する。 

 この研修を通して、何を得たいのか、何を期待しているのかを 

明文化する。 

１． 目標達成に関する 

リーダーの心構え 

  【講義】 

１） 結果についての責任は全てリーダー。 

２） 行動についての責任は部下とリーダー。 

３） 出すべき結果が出せていなければ、それはリーダーの責任。 

部下はやるべきことをやることが責任を果たすこと。やるべきことが 

やれていなければ、その部下を徹底的に指導する必要がある。 

２．ＰＤＣＡマネジメントサイクルとは？ 

～何故ＰＤＣＡを回す必要があるのか？～ 

【講義、ロールプレイング】 

１） ＰＤＣＡマネジメントサイクルとは何かを理解する。何故、ＰＤＣＡを 

回すことがマネジメントにとって大事なのかを理解する。 

３．目標の見える化、行動の見える化 

  成果の見える化 

  【講義、個人ワーク、グループ討議】 

 

１） 見える化とは何か？（見える化の定義）、見える化の目的とは 

何か？を理解する。 

２） チームビジョンを実現するための年度（半期）目標を策定する。 

※ 既にチームとしての目標が明確になっていれば、それを持参。 

３） その目標を実現するために必要な行動は何か？を明確にする。 

その行動を「行動目標」に落とし込む。 

行動目標：「いつまでに、何を、どのレベルまで実現するか」 

４） その行動の結果としての成果を見える化するにはどうしたら 

良いかを個人で考える。 

４．見える化に基づいて、ＰＤＣＡの 

  マネジメントサイクルを回す 

  【講義、グループ討議】 

１） Ｐｌａｎ（計画）の立て方を学ぶ。 

２） 適切な目標の立て方、結果目標とプロセス目標を明確に分けて 

考えられるようにする。 

３） いつから、いつまでに、誰が、何を、どのレベルまで行うのかを 

明確にする。 

４） Ｄｏ（実施）のプロセスと結果を振り返る。その振り返り方を学ぶ。 

５） Ｃｈｅｃｋの基本は、「何故うまくいったのか？」「何故うまくいかな 

かったのか？」を深堀りしていくこと。 

６） Ａｃｔｉｏｎとして、Ｃｈｅｃｋで明らかになった「うまくいった理由」、「うまく 

いかなかった理由」から、「では、今度どうしたら良いのか」の対策を 

検討し、その方法を学ぶ。 

５．研修の振り返り＆今後の行動宣言 

 

１） 本日の研修を振り返り、今後どんなことに取り組んでいくのかを 

決める。 

２） それを継続して取り組んでいける仕組みも考える。 

６．講師講評  
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研修内容 


